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科⽬名 経営分析Ⅱ

配当年次 １年次

開講期間 秋学期

単位数 2

担当教員 ⼭⽥ 優⼦(ヤマダ ユウコ)

期間・曜⽇・時限・教室 秋学期 ⽊曜⽇ ３時限 １７－５０２

※

授業の⽬
的・⽬標

【授業の概要】
 「経営分析Ⅰ」および「経営分析Ⅱ」では、ビジネス会計検定を扱う予定であ
る。「経営分析Ⅰ」を基礎編（３級）、「経営分析Ⅱ」を応⽤編（２級）と位置づ
けているため、あわせて履修することを推奨する。

【授業の⽬的】
 会計は「ビジネスの⾔語」といわれ、企業にとって不可⽋なものである。すなわ
ち、企業は事業活動の結果を帳簿に記録し、財務諸表を作成しなければならない。
財務諸表は、企業を取り巻く利害関係者がその企業の財政状態および経営成績を理
解するうえで重要なだけでなく、企業内部での経営管理にも役⽴つ。
 本講義では、企業が外部に公表している財務諸表を利⽤して⾏う財務諸表分析
と、企業内部での業績管理（利益管理、資⾦管理等）のさまざまな⼿法を理解す
る。

【習得できる⼒】
 経営学部ディプロマポリシーあるいは全学部ディプロマポリシーとの関連につい
ては、別紙に⽰します。

【授業の到達⽬標】 
 本講義の⽬標は、財務諸表の構造・読み⽅・分析等の応⽤知識（ビジネス会計検
定２級合格程度）を習得することである。

【実務経験と授業内容との関連】
 担当教員は、公認会計⼠として財務諸表監査やコンサルティングの実務経験があ
り、企業の実例を織り交ぜながら講義を展開する。

準備学習等
の指⽰

１回の授業につき３時間半の準備学習が必要です。
課題の配布や提出を⾏うため、WebClass等のLMSを⽤います。
必ず電卓を持参すること。



会計学に関⼼があり、ワークショップや課題にも主体的に取り組む意欲のある学⽣
を歓迎する。

講義スケジ
ュール

■1回⽬
【テーマ】  ガイダンス
【到達⽬標】本講義の概要を理解する
【準備学習】シラバスを確認する

■2回⽬
【テーマ】  第１章「企業会計の意義と制度」
【到達⽬標】企業内容開⽰制度・監査制度を理解する
【準備学習】講義時に指定された宿題（復習・予習）

■3回⽬
【テーマ】  第２章「財務諸表」
【到達⽬標】財務諸表の種類を理解する
【準備学習】講義時に指定された宿題（復習・予習）

■4回⽬
【テーマ】  第３章「貸借対照表」・第６章「株主資本等変動計算書」
【到達⽬標】連結貸借対照表・連結株主資本等変動計算書の仕組みを理解する
【準備学習】講義時に指定された宿題（復習・予習）

■5回⽬
【テーマ】  第４章「損益計算書」・第５章「連結包括利益計算書」
【到達⽬標】連結損益計算書・連結包括利益計算書の仕組みを理解する
【準備学習】講義時に指定された宿題（復習・予習）

■6回⽬
【テーマ】  第９章「財務諸表分析」－安全性分析
【到達⽬標】安全性指標（⽀払能⼒）を理解する
【準備学習】講義時に指定された宿題（復習・予習）

■7回⽬
【テーマ】  第９章「財務諸表分析」－収益性分析①
【到達⽬標】収益性指標（利益を稼ぐ⼒）を理解する
【準備学習】講義時に指定された宿題（復習・予習）

■8回⽬
【テーマ】  第９章「財務諸表分析」－収益性分析②
【到達⽬標】資本利益率の要素分解①を理解する
【準備学習】講義時に指定された宿題（復習・予習）

■9回⽬



【テーマ】  第９章「財務諸表分析」－収益性分析③
【到達⽬標】資本利益率の要素分解②を理解する
【準備学習】講義時に指定された宿題（復習・予習）

■10回⽬
【テーマ】  第７章「連結キャッシュ・フロー計算書」
【到達⽬標】連結キャッシュ・フロー計算書の仕組みを理解する
【準備学習】講義時に指定された宿題（復習・予習）

■11回⽬
【テーマ】  第９章「財務諸表分析」－キャッシュ・フロー分析
【到達⽬標】キャッシュ・フロー情報（資⾦のバランス）を理解する
【準備学習】講義時に指定された宿題（復習・予習）

■12回⽬
【テーマ】  第９章「財務諸表分析」－セグメント情報・連単倍率
【到達⽬標】セグメント分析・連単倍率を理解する
【準備学習】講義時に指定された宿題（復習・予習）

■13回⽬
【テーマ】  第９章「財務諸表分析」－株式投資の視点
【到達⽬標】１株当たり分析（株価は⾼いか低いか）を理解する
【準備学習】講義時に指定された宿題（復習・予習）

教科書 『ビジネス会計検定試験 公式テキスト ２級』中央経済社、￥2,000＋税

参考⽂献 『基本から学ぶ会計学』中央経済社、￥2,900＋税

授業の⽅法

講義は毎回「（前半）知識のインプット・（後半）ワークショップ」のセットで⾏
う。
授業⽅法として下記のアクティブラーニングの⼿法を実践します。
・グループワーク
・プレゼンテーション
【フィードバック⽅法】⼩テストについては、採点後、解説・講評等を⾏う。

成績評価⽅
法

【評価⽅法】⼩テスト・定期試験
【評価割合】⼩テスト（20％）・定期試験（80％）
【評価基準】上記の総合評価により、S︓90点以上、A︓80点以上、B︓70点以
上、C︓60点以上

オフィスア
ワー

⽊曜⽇︓昼休み

居室 17号館3F研究室

ホームペー
ジ

N/A



その他特記
事項

【ナンバリング ︓ MAN239J】
【履修条件】「会計⼊⾨Ⅰ」「会計⼊⾨Ⅱ」履修済（単位認定も可）であること。
担当教員は、公認会計⼠として財務諸表監査やコンサルティングの実務経験があ
り、企業会計やコーポレート・ガバナンスに精通している。
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